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『図書館に訊け！』（ちくま新書486）

井上真琴著　築摩書房　2004年

文学研究科博士後期課程3年生谷尾優香

みなさんは、日頃から図書館を上手く活用
．．．．．

し
ているのでしょうか？本書は、図書館に関す
る基本的な事柄から、欲しい情報探索や図書
館活用の上手いコツまで、丁寧に説明してい
るので、読めば読むほど、目からウロコが落
ちるような思いになれる一冊です。

『現代経済学』
吾郷健二他編　岩波書店　2008年

経済学部3年生高嶋利幸

本書は、現在主流になりつつある経済学の多
くの分野を分かりやすく説明している。また、
経済学の入門書には珍しく「政治経済学」など
の分野も包括的に取り入れられている。
また、経済学を学ぶ上で自分が何に興味がある
のかを知るうえでも、参考になる一冊だと思う。

『組織が活きるチームビルディング』
北森義明著　東洋経済新報社　2008年

経営学部3年生林　昌尚

家族、ゼミ、サークル、バイト先など、普段は
意識していませんが、誰もが何らかの組織に
属しています。その組織に見られる特性・性格
などから、組織で行われる活動を円滑に進め
るために必要な知識が身に付きます。

『春になったら莓を摘みに』
梨木香歩著　新潮社　2006年

国際文化学部3年生山田英雄

『理解はできないが、受け入れる』ことをモッ
トーとする下宿先の女主人を中心に、著者が
イギリス留学中に出会った人々との交流が綴
られたエッセイです。私は本書から異なった
文化・歴史・考えを持つ他者と向き合うための
手がかりを得ました。

『政策型思考と政治』
松下圭一著　東京大学出版会　1991年

法学研究科修士課程1年生鳥居良寛

「都市型社会」における「政策型思考」という考
え方から、公共政策の在り方を分析し、理論化
しているので、本書の理論は、公共政策をはじ
め、幅広く政治諸般に通じる考え方であり、政
治学を学ぶ諸賢に必読の書といえます。

10代のセルフケア⑦

『PTSDってなに？～トラウマ体験後のケア～』
キャロリン・シンプソン＆ドゥエイン・シンプ
ソン　監訳水澤都加佐　大月書店　2008年

短期大学部2年生坂奈緒子

PTSD（心的外傷後ストレス障害）はトラウマと
も呼ばれ、アメリカでは同時多発テロ、日本で
は地下鉄サリン事件や附属池田小の事件などで
知られるようになりました。この本には多くの
事例と共にケアの方法が書かれています。

『夜のピクニック』
恩田陸著　新潮社　2004年

理工学部4年生志茂可奈子

全校生徒が夜を徹して80キロを歩き通す「歩
行祭」で三年間の秘密を清算するために臨ん
だ甲田貴子の賭けを描いた小説。高校生最後
に学生達が今後の夢や不安を本音で語り合う
場面が懐かしく感じ、読みやすい本でした。

『こうして僕は世界を変えるために一歩を踏み出した
－その小さな「積み重ね」があなたの未来を動かす』
鬼丸昌也著　こう書房　2008年
社会学研究科修士課程1年生宇都みゆき

「僕にも世界に対して、なにかできることがあるんだ。」
何かしたいけどどう動けばいいのかわからない
学生は多いはず。疑問や気持ちに正直に、一つ一
つ行動していくことは簡単なようで難しい。悩
み立ち止まった時に、是非読んで欲しい一冊！

01 『龍大生が選ぶ大学生のための本』

02 資料検索の話～新聞記事データベースの活用～ 角岡 賢一（経営学部教授〈図書委員〉）

04 図書館の使い方～キーワードによる文献検索方法の紹介～ 石田 義憲（図書館事務部）

06 図書館TOPICS

08 資料に見る龍谷大学校歌・学歌 田中 利生（元大宮図書館課長）



龍大図書館のデータベース

今回は図書館機能の一部で、インターネットによる資

料検索についてお話しします。図書館の機能には本を読

むだけではなく、インターネット上でさまざまな資料を

検索することも含まれます。課題リポートや論文を書く

ために、情報を検索して収集することはとても重要です。

これからその一端をご紹介します。

大学のホームページから図書館に入ると、一番上に

「資料検索」という項目が目に付きます。この中には図書

館蔵書目録をはじめとして、全部で11種のデータベース

が並んでいます。「新聞記事検索系データベース」に進む

と、国内外の新聞記事5種類が挙がっています。日本の新

聞は日経（日経テレコン）・朝日（聞蔵Ⅱ）・読売（ヨミダ

ス文書館）、海外紙は「タイムズ」と「ウォール・ストリー

ト・ジャーナル」です。五社というのは数的にやや不十分

ですが、国内外の主要な新聞ばかりです。ここでは朝日

新聞の「聞蔵Ⅱ」を例に採って、新聞記事データベース検

索の方法などをご紹介しましょう。

朝日新聞「聞蔵Ⅱ」の記事検索

ログインには、学籍番号の入力など不要です。ログイン

すると、キーワードなどを入力する画面が現れます。朝日

新聞本紙・週刊「アエラ」・週刊朝日の記事で1985年以降

分をデジタル化してあります。発行日によって3ヶ月、6ヶ

月、1年、全期間と検索対象を変えることができます。

検索をかける目的としては、新聞紙上で見かけたけれ

どもいつの記事だったか思い出せない場合などに威力を

発揮しそうです。記事の見出しなどがうろ覚えであって

も、キーワードを入力すれば自動的に検索をかけること

ができます。グーグルやヤフーで検索をかけるのと同じ

要領です。余りに大雑把なキーワード入力だと、該当す

る件数が多くなってしまいますから、複数のキーワード

を組み合わせることなどによって絞り込みが必要です。

仏教用語による実例

ここでは仏教用語を新聞記事データベースで検索して、

一般語彙として流通している実態を調べてみましょう。

「他力本願」を例に採ります。言うまでもなく「他力」とは阿

弥陀如来のお力を指します。しかしながら一般に流通して

いる用法では、これを「他人の力」と考え、「自助努力をせず、

他人に頼る」という悪い意味合いで「他力本願」と表現して

いる例が多く見られます。最近の例では、畜産会社を経営

する人の談話として、次のように報じられています。

鹿児島県で黒豚生産・販売会社を経営：消費者や社

員のために命がけで経営する立場として、日本経営

のトップが「いち抜けた」で済むのかという思いだ。

鹿屋地域の最大の経営資源は農畜産物。それをどう

02LIBRARY NEWS

角岡　賢一 （経営学部教授〈図書委員〉）

資 料 検 索 の 話 
～新聞記事データベースの活用～ 
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このように便利な新聞記事検索ですが、限界もありま

す。「 啄同時」（そったくどうじ）という禅語がありま

す。 も啄も訓は「つつく」で、卵が孵化する折に親鳥と

雛が同時に卵の内外から殻をつついて破る様を表してい

ます。師が教えを伝える気になり、弟子が学ぶ心構えがで

きたところで師子相伝が成り立つ、という思想を表現し

ています。この という字は当用漢字でないため、四字熟

語として検索することができません（文字コードエラー

になります）。仕方なく「啄同時」という三字で検索するこ

とになります。検索してみると意外にも、この「 啄同時」

という語は新聞記事で本来の意味通りに使われていると

いうことがわかりました。20年以上の検索対象期間で該

当したのは10件と比較的少数ながら、すべて記事の中身

も検証することができました。本来の宗教的場でよりも

スポーツ競技で、コーチと選手の意気が投合して好結果

に繋がったという内容が多いにしても、語が本来の意味

で用いられたという例でした。記事に当たってみると、四

字とも漢字表記になっていることがわかります。

「 啄同時」。中のひなと外の親鳥が殻をつついて産

まれるさま。それを我が身と重ねる。地元出身の議員

が必要という住民の願いにこたえるときがきた、と

いうのだ。（2000年6月16日朝刊三重1）

このように、万能ではないにしても新聞記事データベー

ス検索は強力な武器です。さまざまな用途が考えられます

が、世の中の動きを知る上でも強力な道具となるでしょう。

龍大図書館のデータベースには新聞記事だけではなく、判

例や企業決算なども完備されています。いずれも図書館の

ページから利用できるようになっています。自分の勉学に

どのように役に立つか考えて、大いに利用してください。

やって全国にPRするか、毎日がんばっている。自分

の足でしっかり立つ努力をしなければ、消費者らの

応援は得られない。もはや政治の力でどうにかなる

というものではなく、他力本願ではだめだ。

（2008年9月3日朝刊鹿児島県全県）

こういうようにこの語が、仏教語本来の意味を離れて

使われている実態が新聞記事によってよくわかります。

もっと極端なのは、ある企業の広告で「他力本願から抜

けだそう」という表現があったことについて真宗教団連合

が抗議文を送った、ということも検索によってわかります。

本文を見てみましょう。

浄土真宗の10の宗派でつくる真宗教団連合（理事

長＝武野以徳・浄土真宗本願寺派総長）は27日、オリ

ンパス光学工業（本社・東京）の新聞広告で「他力本願

から抜けだそう」という表現があったことについて、

同社に抗議文を送った（2002年5月28日の本紙朝刊）。

このように新聞記事を検索して統計を取ると「他力本

願」という語が本来の教義から逸脱し、悪い意味合いに

使われるようになった実態が手に取るように見て取れま

す。年代を遡ることによって、いつ頃からそのような用

法で流通するようになったかも調べることができます。
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昨年末から今年の3月にかけて、深草図書館が所蔵する

長尾文庫において非公開資料となっている約400点の引

札の修復作業を行い、多くの引札を見る機会を得ること

ができました。その中で私は、ある一つの引札にたいへ

ん興味を持ちました。

そこで、この引札についての紹介と併せてR-WAVE

（龍谷大学蔵書検索システム）を使っての文献検索の方法

について紹介します。

しかし、その前に長尾文庫や引札について、まだ知ら

ない皆さんも多いかと思われますので、その紹介をさせ

て頂きます。

「長尾文庫」は、社史を中心に団体史、産業史、人物史、

定款、営業報告書、広告資料（引札）等を加えた企業の歴

史資料コレクションです。株式会社大長水産代表取締役

長尾隆次氏が昭和25年からおよそ30年間にわたり個人

的に収集されていたものを昭和58年に龍谷大学が購入。

これを長尾文庫と命名し、深草図書館で所蔵するに至っ

たものです。

この長尾文庫は、社史、団体史、産業史における日本最

大の総合コレクションで、質・量ともに全国屈指のもので

あり、近代日本の経営史における資料的価値は高く評価

されています。このコレクションは、現在もなお収集を

継続しており、平成20年3月現在の所蔵冊数は約16,500

冊となっています。

引札は、江戸中期から明治末頃にかけての広告媒体の

ひとつで、主として都市部の商店などが宣伝広告のため

に配布した一枚摺りの印刷物をいいます。

Ⅲ．長尾文庫において所蔵する引札

Ⅱ．長尾文庫の誕生

Ⅰ.はじめに 長尾文庫において所蔵する引札には、色彩の豪華絢

爛さを特徴とする大店の引札の他に、新聞のチラシ広

告であったと推測できるような資料なども収集されて

います。

私が興味を持ったのは『市内郡昼夜出シ店記』という

引札です。この引札には明治42年6月に印刷されたこと

が記されています。ちょうど今から百年前の大阪で開か

れていた夜店（縁日）の開催日と開催地区が記載された

資料です。その数は、大阪市内を中心として実に147箇所

（夜店之部113箇所、昼夜之部2箇所、昼市之部32箇所）に

ものぼりました。大阪のいたる所で、夜店（縁日）が定期

的に開かれていたことがわかります。テレビもラジオも

無い時代に、多くの大阪庶民を楽しませた娯楽を今に伝

える貴重な資料と言えます。

この資料には、私が生まれ育った地区（空堀地蔵尊）の

夜店（縁日）の開催日も明記されており、私にとっては、

たいへん身近な資料が長尾文庫にあったことに驚いてい

ます。

Ⅳ．百年前の大阪庶民の娯楽を今に伝える引札

図書館事務部石田　義憲

『市内郡昼夜出シ店記』

図書館の使い方
～キーワードによる文献検索方法の紹介～
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よって販売する商品に違いがあったことなどが記載され

ています。

○「縁日と駄菓子屋の玩具Ⅰ・Ⅱ」多田敏捷編（深草

図書館759/オモチ-S/20・21）

この文献には、今から50年前～60年前の縁日で販売さ

れていた玩具が数多く紹介されています。縁日では、一

般の店屋では手に入らない玩具も売られており、それら

の玩具が写真入りで紹介されています。針金細工の玩具

などたいへん素朴なものが多いことがわかります。

○「近代庶民生活誌　第17巻　見世物・縁日」南博編

（深草図書館382.1/キンタ/17）

この文献には、明治、大正から、昭和10年代に発表された

縁日、露店や見世物に関する文献が多数収録されており、そ

の中には大阪や東京の露店商のことが詳しく記載さている

文献もあります。巻末には、収録された文献について詳細な

解説がなされています。

現在では、多くの文献の書誌事項が電子化されており、

資料として欲しい文献を瞬時のうちに見つけだすことが

できるようになっています。しかも、R-WAVEは龍谷大

学の図書館内にある端末だけでなく、web上を通じて自

宅のパソコンでも利用することが可能です。本学図書館

を利用する皆さんは、この機能を大いに利用していただ

きたいと思います。自分が興味をもったことについて

「キーワード」を入力すれば、数多くの文献を見つけ出す

ことができます。そして、レポートや卒業論文の作成に

是非お役立てください。

Ⅵ．おわりに

この夜店（縁日）のことについて興味を持った私は、こ

れに関連した文献が、本学の図書館に所蔵されているか

どうかについても調べてみました。

龍谷大学蔵書検索システムであるR-WAVEを使っての

主な検索方法としては、文献の書名による書名検索、文

献の著者による著者名検索、キーワードによる件名検索

があります。今回は、件名検索の方法で行い、「縁日」「露

店」「露店市」というようなキーワードをR-WAVEへ入力

してみました。その結果、次のような文献が本学図書館

に所蔵されていることがわかりました。

〇「露店市・縁日市」秦孝治郎著（深草図書館　長尾

文庫G-21-Z/ハコロ）

この文献には、東京の夜店（縁日）は、都心の一つの地

域に集中して開かれており、大阪は、地区ごとに分散し

て行われていたことが記載されています。また、大阪の

夜店（縁日）では、骨董品を扱う露店が多く出る地域、瀬

戸物や古本などを扱う露店が多く出る地域など、地域に

Ⅴ．夜店（縁日）の関連する所蔵資料

龍谷大学蔵書検索システムR-WAVEに「縁日」のキーワードを

入力した画面
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OMIYA（大宮図書館）

○第24回日本図書館協会建築賞を受賞しました
去る9月18日、平成20年度第94回全国図書館大会にお

いて、龍谷大学大宮図書館が「特にすぐれた機能を持つ

専門施設であり、わが国図書館建築の範となるもの」と

して「第24回日本図書館協会建築賞」を受賞しました。

講評では「歴史のある大学ならではの伝統を重んじる気

風が改修に見られ、周囲の建物群との調和を保ちつつ、

建物・機能を各段に向上させている」ことが述べられて

います。

大宮図書館の建築は1936（昭和11）年竣工されました。

それから60数年が経過し、建物としての老朽化への対策

と、書庫や学習スペースをはじめとする利用環境改善や、

今の時代に求められる設備を整える必要が出てきたた

め、2年7ヶ月の改修工事を経て、2006（平成18）年にリニ

ューアルオープンしました。

改修にあたっては、建物の外観は竣工時の姿を維持し、

中庭部分を増床することによりスペースを確保すると同

時に耐震性、防災性を向上させました。照明については

自然光を取り入れ、省エネルギー化をはかっています。

また、エレベータで各スペースへの移動を容易にし、学

習机などの設備もバリアフリー化を実現しました。利用

環境としては、閲覧席が1.5倍以上に増え、情報化時代に

対応できるよう設計されています。大宮図書館は貴重な

資料を多数所蔵していますので、それらを保管する貴重

書庫が整備されたことも重要な点です。そして、この改

修工事は特別な閉館期間を設けることなく行われまし

た。

これら既存の建物を最大限に利用した改修は、大宮図

書館が専門的で重要な図書館であるという特性と併せ

て、大変評価され、これまでにも以下のとおり受賞・選出

されています。

2006年度・平成18年社団法人照明学会照明普及賞

2007年度・第3回日本建築家協会（JIA）優秀建築選

・第17回BELCA賞ベストリフォーム部門・

受賞建物

・日本建築学会　作品選集〈作品選奨〉

2008年度・平成20年度日事連建築賞一般建築部門

優秀賞

ここで学んだ卒業生が懐かしさを抱いて、訪ねてくる

ことがよくあります。外側はあまり変わっていないのに、

内部が変化しているのでとても驚かれると同時に、感嘆

されます。学生の皆さんが、大宮図書館は蔵書内容とと

もに、建物としても大変評価されていることに誇りをも

って利用していただければと思います。
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SETA（瀬田図書館）

○夏期休暇中に瀬田図書館を高校生に開放
瀬田図書館は、昨年より地域社会への貢献と教育還元

の一環として、滋賀県内の高校に通う生徒を対象に図書

館施設を開放しています。今年は8月4日～29日まで開放

し、7校延べ74名（前年度比約1.8倍）の高校生が利用しま

した。高校生からは「快適で勉強（自習）が進んだ」、「大学

の雰囲気がわかってよかった」、「また来年も利用したい」

との声が多く聞かれました。

○入・退館ゲートをリプレイス
瀬田図書館も深草図書館と同様に入・退館ゲートを8

月にリプレイスしまし

た。入り口をダブルゲー

トにすることで、混雑時

を含め、利用者のみなさ

んにスムーズに入館して

もらえるようになりまし

た。また、退館ゲートも自動開閉式になり、携帯品への誤

作動によるブザーが解消され、より静粛な利用環境を提

供できるように改善しました。

○自動化書庫の運用について
この4月より自動化書庫の運用が始まりました。導入初

年度は書架スペースの都

合上、瀬田図書館の人文

社会科学系和書のうち貸

出実績が少ない図書を中

心に約23,000冊を開架書

庫から自動化書庫に移動

しました。自動化書庫に収容された図書は、所在が「瀬

田・自動化書庫」と表示されています。利用される際は、

スタッフが出納手続きいたしますので、R-WAVE検索結

果をプリントアウトしたものをカウンターまでお持ちく

ださい。なお、貸出条件等については通常図書と同様です。

FUKAKUSA（深草図書館）

○閲覧席をリニューアル
深草図書館では、9月中旬

に2階南側閲覧席を新しく取

り替えました。

新しい閲覧席は、これまでと

同様に4人掛けとなっています

が、個々に仕切りを設けたため、隣の利用者に気を使うこと

なく、より読書に集中することが出来るようになりました。

○入・退館ゲートをリプレイス
深草図書館の入・退館ゲートを8月にリプレイスしました。

今までは、入館の際、機械が老朽化していたため、学生

証カードの読み込みがスムーズに出来ず、利用者の皆さ

んにご迷惑をおかけすることもしばしばありましたが、

リプレイスにより、気持ちよく深草図書館へ入館してい

ただけるようになりました。

○ミニ展観の実施
①テーマ ～長尾文庫引札コレクションより～

昔日の大阪庶民の娯楽〈明治から大正の時代〉

期　間 2008年8月1日（金）～9月19日（金）

長尾文庫において所蔵する引札より、今からおよそ百年

前に生まれたテーマパークと

言える大阪新世界の「ルナパー

ク」1912（明治45）年7月完成の

広告ビラを中心に紹介しまし

た。この中には、ルナパークと

同時に完成した初代の通天閣

の広告ビラもあり、そのビラか

らはルナパークと通天閣を結

ぶロープウェーがあったことがわかります。

②テーマ 花岡大学 児童文学の世界－自筆原稿の紹介－

期　間 2008年9月27日（土）～10月31日（金）

深草図書館では、本学卒業

生で児童文学者の故花岡大

学氏のご遺族より寄贈され

た資料約5千点を花岡文庫と

命名し所蔵しています。

その資料のうち、未公開資

料となっている故花岡大学氏

の自筆原稿5点を紹介しました。これらは、作家の実際の創作活

動を垣間見ることが出来る貴重な資料として好評を得ました。

入・退館ゲート

リニューアル化した2階南側閲覧席

故花岡大学氏自筆原稿

「にんじんやまのできごと」花岡大学著

大古尅己［ほか］絵 大阪教育図書 1969年

初代通天閣広告

自動化書庫出納口
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現在歌っている学歌の詞は、昭和7年大学昇格10周年記

念として「学歌作製委員会」が公募し、作曲は山田耕筰に
依頼し翌年に制定されたものである。我が大学の「学歌」
の歴史を、図書館所蔵の資料から紹介してみたい。

大宮図書館に『櫻鳴帳』（第8回龍谷大學文学部卒業記

念写真帳）がある。その写真帳の昭和7年には「校歌」と

して

1，風雲叱 三世紀　威嚴は高し史長し　

銀杏の にそゝり立つ　嗚呼三寶の 學府

2，風法城に ぶとも　虎視眈々の 見ずや

雲教界に亂るとも　獅吼堂々の氣宇見ずや

（以下3～4番まで有り 原文どおり）

が載っている。ということは、昭和8年に制定されるま

での龍谷大学「校歌」はこれが歌われていたのであるが、

元は「応援歌」として歌われたようである。

2年後の『龍谷大學學友會誌』（昭和9年7月・学友会総

務部）には

1，常
とは

をん
に搖がぬ大

おほ

八
や

洲
しま

寄する思想の濤鎭め

久
く

の光まどかなる　眞理の大
おほ

樹
き

榮
さ

かゆけば

見よ黎明の
せつ
空すみて　我等が學府光輝あれ

2，仰げば高き 山
せん

の　 姿をうつす に

思ひを馳せて撓みなく　心を く一千の

同信の友相つどふ　我等が學府光輝あれ

3，世 の流れ るとも　正法萬古易りなく

公孫樹の に法幢を　誠心
まごゝろ

こめて守り行く

若き學徒の相つどふ　我等が學府光輝あれ

（原文どおり掲載）

の歌が、龍谷大學「校歌」として楽譜と共に掲載されてい

る。現在歌われているのと少し違うが、これは先述した

昭和7年大学昇格10周年記念として「学歌作製委員会」が

公募し、応募があって佳作入選した詩を学歌作製委員会

が補訂して制定された「校歌」である。この歌詞の「校歌」

がいつまで歌われていたかはさだかではないが、昭和26

年度の『學生自治會々員名簿』には現在歌っている

1，永久に搖がぬ みのりを聞き 寄する思想の 波しづめ

久 の光　まどかなる　眞理の大樹　榮ゆけば

見よ黎明の空　澄みて　吾等が學府　光輝あれ

3，世 の流れ　 るとも　正法萬古　變りなし

公孫樹の蔭に　法幢を　眞心こめて　守りゆく

若き學徒の　相集ふ　吾等が學府　光輝あれ

（原文どおり掲載）

が掲載されている。また昭和26年度の「卒業証書授与式」

の式次第の中にも上記の歌詞が掲載されている。この

ようなことから推察して、現在の歌詞で歌われるよう

になったのは、昭和24年の新制大学令により、新制4年

制大学（文学部）として認可された時からと思われる。

しかし現在の「学歌」とは漢字の使い方や詞の表現のし

かたが若干違っている。これについては、既に亡くなっ

た某教授から「自分たちが学生の頃学友会大会で歌詞

を変更した」と聞いた事がある。

大宮図書館が所蔵する『教海一瀾』『中外日報』『龍谷

大学300年史』『校友会名簿』などには「校歌」「學歌」「応

援歌」などの記事があり、それらを詳細に調査すればさ

らに新しい発見があるかも知れない。

なお作曲をした山田耕筰は、「学校の校歌を随分と作

曲したが心をこめて作った自信の作が三つある。その

うちの一つが龍大の学歌である」と語ったそうである。

残念ながら自筆の楽譜は大学に残っていない。

まもなく龍谷大学は370年の輝かしい歴史を迎えるこ

とになる。この時期に当たって今一度栄えある「学歌」を

大きな声で歌い、龍谷大学をここまで大きく育ててこら

れた先達の思いに触れてみることも大切なことであろう。

♪♪吾等が学府 光輝あれ

（元大宮図書館課長　田中　利生）

みをしへすがた

い　て　ふ
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